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■Webアクセシビリティ

　アクセシビリティは直訳すると「アクセス可能性」とい

う意味であり，視覚や聴覚，身体的なハンディキャップ

を持ったユーザがコンテンツを利用できるかどうかとい

うことを表す用語である．つまり「Webアクセシビリテ

ィ」とは，Webコンテンツから情報を得たり，そのコン

テンツを操作したりできるかどうかという意味で使われ

る．Webコンテンツのバリアフリーと言い換えるとイ

メージしやすいのではないだろうか．建物に手すりやス

ロープ，エレベータなどを設置するように，Webコン

テンツもさまざまなユーザのための配慮を欠かすことが

できない．

　たとえば目の見えないユーザが使う音声読み上げソフ

トウェアが画像に何が描かれているか読み上げられるよ

うにする，四肢の障害でマウスを使えないユーザがキー

ボードだけで操作できるようにする，あるいは老眼や弱

視のユーザが読みやすい配色や文字サイズにするといっ

たことがWebサイトの管理者に求められている．

　特に，政府機関等の公共性の高い組織が提供する

Webサイトには高いアクセシビリティを保障するため

の法律やガイドラインが定められている．1999年に

Webの標準化団体であるWorld Wide Web Consortium 

（W3C） によって勧告されたWeb Content Accessibility 

Guideline （WCAG）☆ 1は各国の法律や規格に参照されて

いる．たとえば米国で制定されたリハビリテーション

法 508条☆ 2や電子欧州行動計画（eEurope 2002）☆ 3，日

本規格協会のWebアクセシビリティに関する規格 JIS X 

8341-3などである．近年，動画や Flashなどのマルチメ

ディアコンテンツ，Ajaxや DHTMLなどの動的コンテン

ツといったWeb技術の進歩に伴い，当初の法律やガイ

ドラインではカバーできない問題が増えている．このよ

うな問題に対応するため 2009年春にWCAG2.0☆ 4が制

定されたのに合わせ，日本の JIS規格や米国のリハビリ

テーション法の改正の動きがある．

　しかし，このような法律やガイドラインが制定され，

それらに対応したWebコンテンツを検証するためのア

クセシビリティチェックツールが提供されても，世の中

のWebサイトのアクセシビリティの現状は十分とは言

いにくい．多くのサイト管理者はアクセシビリティに関

する知識，アクセシビリティに割ける労力ともに不足し

ているからである．

みんなでつくるアクセシビリティ
　インターネットが発達し，いつどこでもWebにアク

セスできるようになったことで，多数のユーザが協調し

て 1つの目的に沿ったコンテンツを作りやすくなった．

ブログやWikiのようなユーザ生成型コンテンツは多く

の支持を集め成長を続けている．このような複数のユー

ザが協調してコンテンツを作成するという流れはWeb

アクセシビリティの分野においても見られ，エンドユー

ザやボランティアが協調してアクセシビリティを向上す

るという事例が増えてきている．

　本来，WebアクセシビリティはWebコンテンツを編

集することができる管理者が配慮するものというのが一

般的な考え方であり，Webコンテンツにアクセシビリ

☆ 1 http://www.w3.org/TR/WCAG10/
☆ 2 http://www.section508.gov/
☆ 3 http://ec.europa.eu/information_society/eeurope/2002/
☆ 4 http://www.w3.org/TR/WCAG20/
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の 4 人に 1 人，国内では 4 人に 3 人がインターネットを利用できるようになり，人々の生活をより便
利により豊かにしている．一方，利用者の中には障害者や高齢者など多様なユーザがおり，建物のバリアフリー
と同様に Web サイトのバリアフリー（Web アクセシビリティ）が必要である．Web アクセシビリティは本来
Web サイトの管理者が保障すべきものであるが，ボランティアや障害者自身が参加してアクセシビリティを向上
させるという事例も増えている．近年，ブログや Wiki のようなユーザ生成型コンテンツが注目されており，同様
のアプローチが Web アクセシビリティの分野でも活発化しているのである．本稿では協調的にアクセシビリテ
ィを向上させるという仕組みに着目し，研究やサービスの事例とその仕組みについて解説する．
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ティ上の問題があれば管理者に依頼して修正されるのを

待たなければならなかった．しかし，依頼しても修正さ

れなかったり，修正までに時間がかかったりすることが

しばしばである．

　これに対して協調的にアクセシビリティを向上させ

るモデルでは， Webサイトの管理者に代わり外部のボラ

ンティアがWebコンテンツを修正することを可能にし，

コンテンツの修正に要する時間の短縮が期待できる．ま

たWebページを使うエンドユーザは自ら体験した問題

点を報告することで，ボランティアと協力してアクセシ

ビリティを向上する活動に参加することができる．

　この仕組みの中で重要な鍵を握るのが外部メタデータ

である．外部メタデータは元のページをどのように修正

するかという情報のみを保持しており，ユーザサイドで

元のページとマッシュアップすることでWebコンテン

ツのアクセシビリティ問題を修正する．これにより，元

のWebコンテンツを編集することなくアクセシビリテ

ィを向上させるという新しいパラダイムを実現している．

 

協調作業の利点
　Webコンテンツのアクセシビリティを保障するため

には以下の 3つの要素が必要である（図 -1）．
　1   アクセシビリティ支援技術

　2   情報提供のための基盤技術

　3   サイト管理者のアクセシビリティへの配慮

　アクセシビリティ支援技術はエンドユーザがWebペ

ージを操作するための読み上げソフトウェアや，画面

拡大ソフトウェアなどを指し，基盤技術は支援技術が

Webページから情報を取得するための APIや，コンテ

ンツ作成者がアクセシビリティに配慮したコンテンツ

を作成するためのソフトウェアやその仕組みのことを指

す．これらの技術はWebコンテンツおよびアクセシビ

リティガイドラインの進化に合わせて改良が続けられて 

いる． 

　現在の主なアクセシビリティ上の問題は，サイト管理

者がアクセシビリティに配慮していない，アクセシビリ

ティに関する知識を持たない，もしくはアクセシビリテ

ィを向上させるためのコストが大きいことによる． 

　協調的にアクセシビリティを向上させる仕組みでは，

サイト管理者は必ずしもアクセシビリティに関する知識

を持っている必要はなく，アクセシビリティの専門家や

外部のボランティアがその知識を補うことができる．そ

れはインターネットを介して地球規模の協調作業を可能

とすることで，アクセシビリティを向上させる機会を増

やし，ひいてはWebコンテンツのアクセシビリティを

大幅に向上させることができることを意味する．

　理想的には，サイト管理者がアクセシビリティに配慮

することでアクセシビリティの高いコンテンツだけが提

供されることが望ましい．しかし動的コンテンツやマル

チメディアなどWebコンテンツが多様化する中で，ま

たモバイル端末や情報家電などWeb利用形態が多様化

する中で，すべてのサイト管理者にあらゆるアクセシビ

リティの責任を負わせることは非現実的である．協調的

にアクセシビリティを向上させるという活動を通してア

クセシビリティのインフラや支援技術を進化させ，サイ

ト管理者の負担を和らげつつ緩やかな共生関係を築くこ

とによりサイト管理者のアクセシビリティ意識の向上を

促していくことがこのような活動のゴールであると考え

られる．

さまざまなエンドユーザへの対応
　Webコンテンツを閲覧するエンドユーザには障害者，

高齢者などさまざまなユーザがおり，一言にアクセシビ

リティと言ってもその実現方法はエンドユーザが持つ障

害によって異なる．たとえば聴覚障害の場合，動画やポ

ッドキャストのような音声情報に対して代替となる字

幕もしくはテキスト情報を提供する必要があり，視覚障

害の場合，画像や動画等の視覚的な情報に対するテキス

ト情報を提供する必要がある．またWebページを読み

上げソフトウェアで効率良くナビゲーションするために，

ページ内のサブコンテンツを説明する見出しや，ページ

の本文へジャンプするためのページ内リンクを提供する

必要がある．老眼のユーザのためには文字を大きくする

ための機能を提供したり，文字色とその背景色が区別し

やすい色になるように設計したりする必要がある．

　上記のようにさまざまな障害を持つエンドユーザに対

応した使いやすいWebページを作成するには，専門的

な知識と多くの時間を必要とする．コラボレーションの
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図 -1　アクセシビリティ技術の概念図
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仕組みを活用することで，このようなアクセシビリティ

への対応をWebサイト管理者に任せるのではなく，広

く世界中のボランティアの力を使って実現することがで

きる．

■ 協調的にアクセシビリティを向上させる事例

　ここでは複数のボランティアによってコンテンツのア

クセシビリティを向上させることを可能にする事例に

ついて紹介する．特にWebアクセシビリティに限らず，

アクセシビリティ一般の事例も交えて紹介する．

本のアクセシビリティ
　視覚に障害を持つユーザが本の情報を得るには点字へ

の翻訳（点訳）か読み上げソフトウェアのためのテキスト

情報が必要となる．インターネットが普及する以前から

日本国内ではてんやく広場というパソコン通信を利用し

た本の点訳サービスがあった．全国の障害者施設等に設

置されたコンピュータを使って，ボランティアは点字を

入力することができ，視覚障害者ユーザは点訳された本

を自由に利用することができた．現在はインターネット

化され，ないーぶネットという名前でその活動が続け

られており 10万タイトルに及ぶ書籍が点訳されている．

また Bookshare.org☆ 5は本のテキスト情報を視覚障害

や識字障害を持つユーザに提供する米国のサービスであ

る．ユーザはダウンロードしたテキスト情報を読み上げ

ソフトウェアで読み上げさせたり，点字デバイスで再生

したりすることができる．一方，ボランティアは本をス

キャナで文字認識させてテキスト情報を登録することが

できる．このように，ネットワークを利用した多くのボ

ランティアの協力によって本のアクセシビリティを向上

させるという取り組みには長い歴史がある．このような

サービスは著作権上の問題があるように思われるが，障

害者の権利として日米両国の著作権法によって保障され

ている．

動画のアクセシビリティ
　動画の音声字幕は聴覚に障害を持つ人にとって重要な

代替手段であり，多くのテレビ番組では音声字幕の提供

が行われている．一方インターネット上の動画サイトは

増加の一途をたどっているにもかかわらず，音声字幕が

ほとんど提供されていないという問題がある．YouTube 

Subtitler☆ 6は YouTubeの動画に対して字幕を付けるた

めのサービスであり，ユーザは任意の動画に任意の字幕

を付けることができる．YouTube自体にも動画に字幕

を付加する機能があるが，これは動画の所有者にしか編

集権限がないため協調的な作業には向かない．しかし，

音声認識を使った字幕編集サポートシステムが提供され

るなど音声字幕の作成環境も徐々に整いつつある．研究

プロジェクトとしてはWe-LCoME1）という eラーニング

のコンテンツを複数のユーザ（講師や生徒など）で作るこ

とを支援するシステムがある．このシステムでは，ある

ユーザによって提供された講義の動画コンテンツに対し

て，別のユーザが新しい教材を足したり，動画の音声を

書き起こして字幕を作成したり，別の言語に翻訳したり

することができる．

Web コンテンツのアクセシビリティ
　Helen☆ 7は米国の視覚障害者団体のWebサービスで

あり，ユーザがWebページのアクセシビリティの良し

悪しやコメントを共有することができる一種のソーシャ

ルブックマーキングのサービスである．アクセシビリテ

ィの悪いページはユーザに強いストレスを与えるうえ，

ユーザの時間を無駄にすることになるため，このアプロ

ーチはユーザにとって非常に有効であるといえる．しか

しアクセシビリティ上の問題を解決するものではない．

　協調的にWebコンテンツのアクセシビリティを向上

させるアプローチとして最も古い提案は ALT-server☆ 8

であり，Web上の画像に対して共同の代替テキストの

ためのサーバを用意し，画像の代替テキストをボラン

ティアに編集させるというアプローチが提案されてい

る．WebInSight2）は ALT-serverのアイディアを実装し

た画像の代替テキストを提供するWebサービスである．

WebInSightは画像の文字認識技術とボランティアの参

加を組み合わせたシステムで，文字認識によってボラン

ティアのラベル付けの負担を軽減している．

　WebInSightはプロキシサーバでコンテンツを変換し

代替テキストを追加するという方法で実装されている．

一方WebVisum☆ 9や AccessMonkey3），ソーシャルア

クセシビリティ 4）☆ 10は，ユーザのブラウザを拡張する

ソフトウェアを使ってコンテンツのアクセシビリティ

向上を実現している．WebVisumにはユーザが自分でリ

ンクにアノテーションを追加したり，コントラストを

調整するなどブラウザの表示をカスタマイズしたりす

る機能がある．また，CAPTCHA（キャプチャ）の画像を

ボランティアの力で解読するという試みも行っている．

AccessMonkeyはWebページの読み込み時にアクセシ

ビリティを向上させるためのスクリプトを挿入する技術

☆ 5 http://www.bookshare.org
☆ 6 http://yt-subs.appspot.com/
☆ 7 http://www.afb.org/aap.asp
☆ 8 http://www.w3.org/WAI/altserv.htm
☆ 9 http://www.webvisum.com
☆ 10 http://sa.watson.ibm.com/
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であり，スクリプトを開発者とユーザが共有することが

可能である．またソーシャルアクセシビリティ 4）は外部

メタデータを使って，ボランティアが修正した画像の代

替テキストやページの見出しをエンドユーザのブラウザ

上で元のコンテンツにマッシュアップするというシステ

ムである．障害者ユーザは外部メタデータを作成したり

ボランティアに外部メタデータの作成を依頼したりする

ことができる．HearSay5）はコンテンツを自動解析する

ことによってWebページの意味的な構造を抽出するシ

ステムであり，抽出された情報を外部メタデータとして

保存して別のシステムで利用する取り組みが行われて 

いる．

　また Google Image Labeler☆ 11はアクセシビリティを

目的としたものではないが，ゲーム要素を取り入れて画

像に対する検索文字列（代替テキストになり得る）をユー

ザに入力させるという面白い仕組みである． 

外部メタデータによる協調作業
　Webページには代替テキストや見出しといったアク

セシビリティのために必要な情報が提供されなければな

らない．ここではその情報をアクセシビリティメタデー

タと呼ぶことにする．アクセシビリティメタデータは通

常ページの中，つまり HTMLファイルのタグやその属

性として記述される．Flashコンテンツの場合は専用の

方法でアクセシビリティメタデータを記述する必要があ

る．アクセシビリティの悪いページとは適切なアクセシ

ビリティメタデータが含まれていないページを指す．こ

れを不特定多数のユーザで修正するためには，アクセシ

ビリティメタデータをWebページと分離して外部メタ

データとして別のサーバに保存しておく必要がある．こ

のメタデータを外部アクセシビリティメタデータ，ここ

では単に外部メタデータと呼ぶ．

　協調的なアクセシビリティを実現するうえで外部メタ

データの仕組みは重要であり，前節で紹介したサービス

の多くは外部メタデータを用いて実装されている．外部

メタデータによって元のコンテンツの管理とアクセシビ

リティの管理を分離することで，サイト管理者に限らず

アクセシビリティ管理のための専門部署や一般のボラン

ティアの参加が容易になるのである． 

■ Webアクセシビリティ向上の仕組み

　ここでは外部メタデータを利用してWebコンテンツ

のアクセシビリティを向上させる仕組みについて，ソー

シャルアクセシビリティプロジェクトを例にとりその仕

組みを具体的に解説する．

エンドユーザとボランティアの協調
　図 -2にソーシャルアクセシビリティの典型的なプロ
セスの例を示す．エンドユーザとボランティアにはそれ

ぞれWebブラウザの機能を拡張する専用ソフトウェア

が提供される．1）エンドユーザがWebページを閲覧中

に「画像の読み上げがおかしい」「ナビゲーションが難し

い」などWebページの問題点に遭遇した場合，2）ショー

トカットキーで専用ソフトウェアを起動してボランティ

アにその問題点を報告することができる．3）ボランティ

メタデータ
サーバ

レポートされたWebページ
の問題点を閲覧

問題個所
問題個所

Webページの問題点
を修正（修正データの作成）

外部
メタデータ 問題個所

アクセシブルでない
Webページを発見

外部
メタデータ

修正データによって
アクセシブルになった
Webページを閲覧

①

②

③

⑤ ④

報告 通知

ユーザ　 ボランティア
　

そのWebページの
問題点をレポート

データ
ベース 登録

取得
図 -2　 ソ ー シ ャ ル
アクセシビリティの
典型的なプロセスの
例

☆ 11 http://images.google.com/imagelabeler/
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アはエンドユーザからの報告にもとづきWebページの

問題点を修正しアクセシビリティを向上させるための外

部メタデータを作成する．新たな問題報告は即座にボラ

ンティアに通知されるため迅速な対応が可能である．4）

作成された外部メタデータは公開レポジトリに保存され，

プロジェクトに参加するすべてのボランティア，エンド

ユーザの間で共有される．5）共有された外部メタデータ

はエンドユーザのWebブラウザによって自動的に読み

込まれ，エンドユーザは修正されたWebページにアク

セスできるようになる．エンドユーザは修正されたペー

ジに対して追加の問題報告をすることや，外部メタデー

タを作成したボランティアに対して感謝のコメントを送

ることができる．

　また，エンドユーザ自身が画像の代替テキストを作成

することも可能である．身近な健常者に教えてもらった

代替テキストや，代替テキストのない画像リンクに対し

てリンク先のページのタイトルから推測した代替テキス

トなどを追加することができる．これまでエンドユーザ

は積極的にアクセシビリティ向上の取り組みに参加する

ことができなかったが，ソーシャルアクセシビリティの

これらの仕組みによってアクセシビリティを向上させる

プロセスに参加することが可能になった．

 

外部メタデータ
　ソーシャルアクセシビリティでは，Accessibility 

Commons 6）という IBM，ワシントン大学，ニューヨー

ク州立大学ストーニーブルック校，マンチェスター大学

が共同で設計したアクセシビリティのための外部メタデ

ータの仕様を利用している．

＊外部メタデータの例
　外部メタデータはWebページや，そこに含まれる画

像もしくはある要素のような単位に結び付けられる．

　以下に実際にソーシャルアクセシビリティのサービス

において作成された代替テキストと見出しの外部メタデ

ータを例として示す．

Data Type 代替テキスト /ラベル /コメント （alttext）

URI Pattern http://www-bm.mhlw.go.jp/bunya/koyou/
  wakachalle/situation/img/situation_btn_03_
  normal.jpg 

Description 報告書はこちらから
 

　この例はある画像に「報告書はこちらから」という代替

テキストを指定する外部メタデータである．URI Pattern

には外部メタデータを適用する画像ファイルの URIを指

定し，Descriptionには代替テキストの内容を指定する．

この指定によってWebサイト内でこの画像を使用して

いる個所をまとめて修正することが可能である．

Data Type 見出しレベル 1 （h1）

URI Pattern http://www-bm.mhlw.go.jp/bunya/koyou/
  wakachalle/situation/book.html

Address Pattern /HTML［1］/BODY［1］/TABLE［3］/TBODY［1］/
 TR［2］/TD［4］/TABLE/TBODY［1］/TR［2］/ 
 TD［1］/IMG［1］

　この例はページ内の画像要素をレベル 1の見出しに

する外部メタデータである．この例では外部メタデー

タを適用するWebページの URIを URI Patternに指定し，

Address Patternにそのページ内の要素を XPathで指定

する．この外部メタデータは，XPathの途中の TABLEの

部分にインデックスの指定がないため，ページ中の複数

個所の画像に対して適用される．このように 1つの外部

メタデータに結びつけられる要素は単一である必要はな

く，1つの外部メタデータに XPathのパターンを指定し

て複数の要素の繰り返しを結びつけることができる．ま

た URI Patternにワイルドカードを使うことで複数の同

じレイアウトを持つページ群に対して同一の外部メタデ

ータを適用することも可能である． 

＊外部メタデータの編集インタフェース
　ボランティアとしてWebコンテンツの修正に参加す

る人の多くは HTMLや FlashなどWebに関する知識を

持っていない．そのため，直感的に外部メタデータを編

集できるWYSIWYGエディタの提供により，Web技術

に関する詳細な知識を持たないボランティアでもアクセ

シビリティの基礎知識のみで修正に参加できるようにし

た．図 -3にユーザインタフェースの例を示す．
　外部メタデータのような高度な編集を行うツールの多

くは HTMLのツリー構造を表示するなど，開発者向けの

専門的なインタフェースを持つことが多い．しかし，ソ

ーシャルアクセシビリティのパイロットサービスを運用

した経験から，そのようなインタフェースは一部の専門

知識を持つボランティアにしか受け入れられず，ボラン

ティアの参加を阻害する要因となってしまうということ

が分かっている .

　ソーシャルアクセシビリティの外部メタデータエディ

タでは，一要素に対する単純な外部メタデータ作成に加

えて，ページ内のレイアウトの繰り返しやページ間のレ

イアウトの類似に対応した外部メタデータ適用範囲の自

動拡張をサポートしており，ボランティアが作成した少

数の外部メタデータから繰り返しの意図を推測し，その

結果を候補として提示することで，高度な外部メタデー

タ作成を支援する．図 -4の例では 2つのレベル 2の見

出しメタデータから 4回の繰り返しを推測して淡色のア

イコンで提示している．
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＊外部メタデータの適用
　外部メタデータは，その種類によってどのようにコン

テンツに反映するか定義されている．たとえば，代替テ

キストの外部メタデータでは代替テキストのためのテキ

スト情報を画像要素の alt属性に埋め込むという操作が

定義されている．また見出しメタデータでは，指定され

た要素を新しく作成した見出し要素で囲んだうえで元の

スタイルを維持するようなスタイル属性の操作が定義さ

れている．ほかにも，フォーム要素にラベルを追加した

り，イメージマップのエリア要素に代替テキストを追加

したり，見出しを削除したりする外部メタデータなどが

定義されている．

　外部メタデータの利用においては，

対象となるWebページ自体の変更に

注意しなければならない．Webペー

ジが変更されると Address Patternや

URI Patternが無効になってしまうか

らである．最も単純な対応策はWeb

サイトを定期的に巡回し外部メタデー

タの適用状況を確認するというものだ

が，効率的に対処するためには無効な

外部メタデータを自動検出する手法な

どが必要となるだろう．

　また，外部メタデータの適用範囲は

URIと XPathのパターンによって指定

されるため，記述によっては複数の外

部メタデータが同じ要素を指定するこ

ともある．どのように処理するかはシ

ステムごとの定義によるが，ソーシャ

ルアクセシビリティではより高い詳細

度の指定を優先し，詳細度が同じ場合

には先に出現した（より早く作られた）

外部メタデータを優先する．たとえば

Address Patternにおける XPathの指

定では，id(‘test’)/DIV/A ［1］よりも id

(‘test’)/DIV ［3］/A ［1］のほうがより詳

細に XPathを指定しているため，後

者が優先して適用される．

外部メタデータの利用形態
　外部メタデータを元のコンテンツに

反映する 2つの仕組みを通常の方法と

比較して説明する（図 -5）．
　通常の方法ではアクセシビリティを

向上させるためにWebサーバ上のコ

ンテンツを直接変更する必要があるの

に対して，フロントステージモデルで

はユーザサイドにインストールされた専用ツールが外部

メタデータをダウンロードし，ブラウザに表示された

Webページの内容に反映させる．ソーシャルアクセシ

ビリティはフロントステージモデルを採用している．専

用ツールはWebブラウザのページ読み込みを監視して

おり，読み込み時にページの URIやページに含まれてい

る画像の URIをキーとしてメタデータサーバに外部メタ

データを要求し，取得した外部メタデータの内容にもと

づいてWebブラウザの DOMを動的に変更する．

　バックステージモデルは元のページに外部メタデータ

をWebコンテンツにマッシュアップする JavaScriptコ

ードを埋め込む方法である． フロントステージモデル

図 -3　メタデータ編集インタフェースの例

図 -4　繰り返しメタデータの作成支援インタフェース
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みんなでつくるアクセシビリティ
コラボレーションで実現する Web のバリアフリー

と同様にページ読み込み時にコンテンツを動的に変更す

るが，それを実行する JavaScriptコードを事前にWeb

ページに埋め込んでおく点が異なる．この仕組みではサ

イト管理者の協力が必要であるが，サイトのアクセス解

析ツールと同様の簡単な 1行コードを挿入するだけでよ

い．外部メタデータはエンドユーザに意識されることな

く自動的に適用される．エンドユーザが専用ツールをイ

ンストールする必要がないため，より抵抗なく外部メタ

データの仕組みを普及させることのできるアプローチで

あるといえよう．

■ 協調的Webアクセシビリティ向上技術の展開

　ユーザ参加型アクセシビリティ技術はサイト管理者の

負担を軽減しつつエンドユーザの持つ多様な要望を拾い

上げる役割を担う．Webの利用が急速に拡大および多

様化を続ける中で望ましい効果を得るためには単なる技

術開発だけでは不十分であり，ボランティアおよびエン

ドユーザの大規模かつ持続的な協力が必須である．本章

では，ユーザの活発な参加を促し，またその活動成果を

最大限に活用するための指針について述べる．

ボランティア参加の促進
　一般にWebページのアクセシビリティ問題を修正

するには，アクセシビリティに関する知識はもちろん

HTMLや Flashなど基本的なWeb技術に関する知識も

必要となる．しかし，多くのボランティアは困ってい

るエンドユーザを手助けしたいという高い意識を持つ

一方で上記のような知識は持っていない．そのため，ボ

ランティアの活動を促すためには，誰でもアクセシビリ

ティの問題点を理解することができ，その問題点を修正

することのできるユーザインタフェースの提供が鍵とな

る．実際，ソーシャルアクセシビリティプロジェクトで

はWYSIWYG形式のユーザインタフェースを提供した直

後にボランティアの活動が急増しており，ユーザインタ

フェースの重要性を確認できる．

　現在，静的なWebページに対する外部メタデータを

編集するためのユーザインタフェースについてはソーシ

ャルアクセシビリティをはじめいくつかの取り組みでサ

ポートされているが，マルチメディアや動的コンテンツ

への外部メタデータを作成するためのインタフェースは

確立されておらず，今後の課題である．

エンドユーザ参加の促進
　アクセシビリティ技術を必要とするエンドユーザの多

くは視覚や聴覚，四肢に障害を持っているため，分かり

やすく使いやすいユーザインタフェースの提供がより一

層重要である．それに加え，Webページの問題点を報

告する以前の問題として，自分がアクセシビリティ上の

問題点に直面しているということ自体に気付かないユー

ザも多い．そのようなユーザはたとえWebページの利

用に困難があっても自分の知識や技術の不足が原因だと

考え，問題点を報告することなくページの利用を諦めて

しまう．このようなユーザをサポートするためには，ペ

ージ構造やユーザ操作等にもとづいて自動的に問題を検

出したり，エンドユーザが問題の存在に気付きやすくす

るための手掛かりを提示したりといった補助的な仕組み

が必要となるだろう．

ユーザ

Webブラウザ

ユーザ

Webサイト

外部
メタデータ

メタデータ
サーバ

通常 バックステージモデル

音声ブラウザ

ユーザがメタデータ
サーバの存在を意識
する必要はない．

サーバ側に
おいて直接変
更が必要 “１行コード”を挿入

Webサイト

自動的にページが
修正される．

Webブラウザ

音声ブラウザ

ユーザ

メタデータ
サーバ

Access tool

ツールを
インストールする

フロントステージモデル

Webサイト

Webブラウザ

音声ブラウザ

外部
メタデータ

図 -5　 外 部 メ タ
デ ー タ の 配 信 モ
デル
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サービス間の連携
　アクセシビリティメタデータの共通仕様である

Accessibility Commonsを用いることで，複数のサービ

ス間で外部メタデータの相互運用が可能となる．関連研

究に挙げたようなすでにあるサービスを共通仕様のメタ

データによって相互接続することで，ユーザは全体のメ

タデータを 1つのサービスから利用することができ，そ

れぞれのボランティアのコミュニティにも繋がりが生ま

れる．このような外部メタデータの相互運用によって，

エンドユーザはより多くのボランティアの支援を受ける

ことが，ボランティアはより多くのエンドユーザを支援

することができるようになり，ユーザ活動の効率やモチ

ベーションの向上に繋がるものと期待できる．

　現在はソーシャルアクセシビリティのほか，HearSay 

などいくつかのアクセシビリティ関連プロジェクトが協

調した取り組みを行っている．将来的にこのような仕様

が標準化され，研究プロジェクトだけでなく一般に利用

されているWebブラウザなどのアプリケーションにサ

ポートされるようになれば，より広範なユーザ参加によ

り，協調的なWebアクセシビリティ向上サービスのさ

らなる活性化に繋がるであろう．

　外部メタデータ共通仕様と相互運用基盤の確立は，既

存サービスの効率向上のためのみならず，新規サービス

のスタートアップを支援するうえでも重要である．ユー

ザ参加型サービスの運営においては十分なユーザの獲得

が最初の難関となるが，Accessibility Commonsを用い

ればサービス開始当初から多数のユーザと外部メタデー

タの恩恵を受けることができるのである．革新的なアク

セシビリティ向上のアイディアはあるが大規模なコミュ

ニティを管理する体力のない個人や小規模組織であって

も，アクセシビリティ向上サービスを運営することが可

能となるだろう．

サイト管理者との連携
　外部メタデータによるアクセシビリティ向上の仕組み

には，既述のように対象となるWebページの構造が変

更されると外部メタデータが無効になってしまうという

弱点がある．これを防ぐ最も適切な方法は，報告され

た問題とそれを解決するための外部メタデータを本来

のWebサイト管理者と共有し，修正内容が対象ページ

自体に適宜取り込まれるように図ることであろう．また，

エンドユーザから報告される問題の中にはWebサイト

の基本設計に起因する，外部メタデータでは対処困難な

ものもある．そのような問題への対応も含め，Webサ

イト管理者と外部アクセシビリティ向上サービスとの適

切な協力が必要となる．既存のWebサイト管理ツール

が外部メタデータや報告された問題を取り込む機能を持

てば，サイト管理者の負担の増加を最小限に抑えつつ外

部コミュニティの成果を最大限に活用することができる

はずである．エンドユーザ̶ボランティア—サイト管
理者の三者間の協力関係を深めることで，より迅速かつ

確実にアクセシビリティ問題を解決し，サイト管理者の

アクセシビリティ意識を高め，ひいてはあらゆるユーザ

のWeb利用体験を向上させることが，協調的アクセシ

ビリティ向上技術の究極の目標である．
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